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中心メンバーとして活動 して参 りました。そしてこれ ら





























つつ、さらに研究部6名 、企画部2名 の専任教官を配置 し
てよ り高度な視点か らプロジェク ト研究を組織 し遂行す
ることを大きな柱 としています。研究部は社会的にも、そ
して学問的にも重要な6つ の領域、すなわちエネルギ ー、









期 鰍 鬻 臨 開される研究が新しい研究領域




制を堅持 しつつ、同セ ンターを積極的に活用 して新 しい
分野横断型の学際研究分野が創出されることを念願して

























シリコ ンやゲル マニ ウム は典
型的な半導体 と して今 日の情報





x)は ダイヤモ ン ド構 造の全率固
溶半導体で あ り、組成xに よって
Geか らSiま での間でバ ン ドギ ャ
ップを0.72か ら1.1eVま で、格子
定数 を0.566か ら0.543nmま で
任 意 に変え る ことがで きるバ ン
ドギ ャップ制御及 び格子定数制
御 工学用 材料 と して期待 されて
います。
私たちは この特異 な半導体の
物性 を基礎 的 に解明 し応 用 に寄
与する目的で、新 素材設計開発施
設 の液相凝 固制御装置 を用いて
引上げ法 によるバル ク結 晶の育
成 を行っています。
GeとSiの 両サイ ドか らスター
トし、これまでSi組 成がoか らo.15、







中の転位 欠陥の運動機 構な どを
明 らか に しま した。また、育成 し
た結晶は拡散、熱伝導、中性子散乱、
蛍光 ホログ ラフィ、ミューオンな
どの世界 の基礎 物性分野 の研 究
者に提供 して います。
しか し、このGeSi系 は結 晶育
成 上SiやGeな どに較べ、組成的
過冷却が発生 しやす く、中聞的な
組 成O.2か らO.8の 範囲で はある
程度 の大き さの単結 晶を育成す
ることが困難で、特 に応 用の観点








しGeSiへ のSiの貼 り合わせによ り、
薄膜Siの 物性 を制御 した、よ り高
速 の電子デ バイスへ の展開、(2)
界面 で ミス フィ ッ ト転位 の発生
を伴 わない、薄膜 ・基板 系の選択
肢 の拡 大 と欠陥 によ る特性 の劣
化のない発光 、フォ トニクスな ど
の機能性デバイスの高性能化 ・実




単 純で、か つ高 品質 ・高純度化 が
可 能です ので、原子 ・電子構造や
散 乱機構な どの基礎研 究の進展
とこの材料 の潜在す るポテ ンシ






Sluiter、 梶 谷、戸澤、村上各位 を




の結 品育成 と物性評価 ・応用に向
けて克服 しなければ な らな い課













































Mo/Mo5SiB2系 複 合材料が1500℃ において1GPaと いう
画期的な高温強度 を示す ことを見出 しました。
また 、減圧 プ ラズ マ 溶 射 によ り作 製 したMo5SiB2-
Mo5si3-Mo3si三 相合 金は、相対 密度96%の 緻密な 皮膜 と
な り(図2)、 高温 酸 化
雰 囲気 中では、表面 に
Bを 含んだ緻密なSiO2
スケ ール を形成 し、優
れ た耐酸化性 を示す こ




グす る ことに よ り、優
れた超高温構造材料 が
開発 され るもの と期 待
され ます。
謬 ㌔ 噂 毒
図2プ ラズ マ溶射で作製 したMo-Si-B系3相 合


















原子サイズよ りは一回 り大きいナノサイズの原子集団 を、
クラスターあるいは分子 と呼 びます。これ らのナ ノス ケー
ル物質はそれぞれ に非常 に特殊 な形状 を持 ってお り、これ
を生か した機能性 の発現 が強 く求 め られて います。また、
炭素だけか らで きたカーボ ンナノチ ュー ブや フラー レン、
有機 分子 な どは、低温 における合成やプ ロセスが可能な う
え、環境負荷 も小 さいた め、非常 に重要 な次世代 エ レク ト
ロニ クス材料 として注 目されて います。
そ こで重要 になるのは、種 々のクラス ター材料 をいか に
組 み合わせ、集積 化 して、デバイスや機 能性材料 に くみ上
げ るか という問題です。中で もフラー レンやナ ノチ ューブ
には、以下 の例 にあげ るように、外側だけでな く、内側に も
デザ イ ン可能な空 間が存在 します。私た ちは、この空 間 を
利用 した り、超構造 を作製 するな ど、ナ ノスケール物 質の
イ ンテグ レー ションによって、ナ ノデバイスか ら固体物性 ・
機能 にいたる、新 しい概念の構築 をめざ して います。
撈物との蕩創21じ よる
カー刀『ンプン「ヲ「コーグの蛎灘 汐
ナ ノテ クノロジーの基幹材料 として注 目され るカーボ
ンナノチューブは直径約1ナ ノメー トルで、その内部空間は、
分子や クラスターを収納す るのにちょうどよい大 きさです。
われわれは、ここに様 々な種類の有機分子を挿入 し、図1に
示 した構 造 をもつ有機 分子 とナ ノチ ュー ブの複合体 を合
成す る ことに成 功 しま した。しか も、この構造 では内部 の
有機分子か らナ ノチ ューブへ電子 の移動が起 こるため、ナ
ノチ ューブ上 の伝 導
キ ャ リヤの タイ プや
密度が精 度よ く制御 ＼、
でき る ことが明 らか
に な りま した。この
結 果 は、ナ ノチ ュ ー
ブを用 いた電 子デバ
イ スのキ ャリア数 を
詳 細 に制御 する有効














フラー レンは炭素だ けか ら構成 され る半径約1ナ ノメー
トルの球状の クラスターです。このよ うなナ ノスケールの
クラスターが積層する と、必然的 にそれよ り少 し小 さい大
きさの隙間が生 じます。そ の隙間 にさまざまなゲス ト物質
を挿入 して、多 くの機能性 固体 を合成す ることが可能です。
代 表 的な例 は、フ ラー レンか ら形成 され る超 伝導 体や磁
性体です。フラー レンが形成する隙間にアルカ リ金属を ドー
プす る と、最高 で33Kの 臨界温 度 を もつ超伝 導 を示す こ
図2(NH3)K3C60の構造モデル
ラス ター(青 色)を 挿 入す る と強 磁性体 が形成 され(図3)、
フラー レンの隙間に無理や り詰 め込 め られたユ ー ロピ ウ
ム には比較的 強い交換相互 作用が働 くことが明 らか にな
りま した。
この ようにナ ノ空間 に詰め込 まれ たゲス ト物質は、ホス
ト物質 の性質 を大 きく変えた り、ゲス トそ のものがバル ク
とは異 な る性質 を示 し
た り しま す。イ ンタ ー
カ レー シ ョンと呼ば れ
る こ の手 法 や、超 構 造
の作 製 に よって 新機能
を有 す る物 質開 発 に挑
戦 します。
とはよ く知 られ て います が、
そ の超 伝導 体 に さ らに ア ン
モニ ア分子 を挿 入 す る と反
強磁性 絶縁体 に転移 します。




の隙間 にユ ー ロピ ウム の ク
図3強 磁性体EugC70の 結晶構造 モデル フラ
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膜の開発 を行 いま した。図は今 回開発 し
た高強度(高 硬度)・高靱性、低ヤ ング率、
王水 によ って も腐 食 され な い高 耐食性
を示すFe-Co-Ni-Si-B-Mo系 金属 ガラス球
です。これ らの特徴 を生 か して、金属 ガ
ラス球 が シ ョッ トピー ニ ング材 と して
実用化され、寿命 が従来材 に比べて5～8
倍 と長 くな りま した。な お、シ ョッ トピ
ーニ ングは、自動車や航空機な どの部品
の疲 労強 度の 向上な ど広範 に用 い られ
覦窺灘 鍮騒疆鑑く鬣獵























ら取 り出 した水 素か
















技術部が発足 してから10年 が経過 しま した。平成16


























受講者1人 ひとりが体験できる実習 を行 ってもらうこ
ととしています。本年 の受講者は、民間会社 から9名 、
官庁 ・大学から5名 、大学院生が18名 、合計32名 で した。
よ井上明久所長の挨拶の後、折茂慎一助教授の「多様化する
蔵材料」など3講義、第2日 は川添良幸教授の「第一原理計算の











7月3日 午後 から翌4日 まで、金属 材料研究所
と韓 国科学技 術研究 院(KoreanInstitute
ofScienceandTechnology:KIST)と の
合 同 セ ミナ ー が 開 催 され ま し た。金 研 と
KISTと は1989年 に学 術 交 流 協定 を締 結
して 以 来,公 的 な 関 係 が あ り ます 。特 に
1994～96年 に文部 省科学 研究 費補助 金(国
際学 術 研究)に よ り 「ナ ノ組織 制御 によ る
金 属材 料 の高 性能 化」に関す る共 同研 究 が
実 施 され 〔代表 者:藤 森啓 安 教授(現 名誉 教
授)〕、そ の成果 報 告 会 が 第1回 目の合 同セ
ミナ ー とな り、以降 ほぼ 毎 年 、会 場 を仙台
と韓 国(主 に ソ ウル)で 交互 に替 え 開 催 さ
れ て きま した。第2回 か ら第6回 まで 金研側
は花 田修治 教授が 世話 人で したが 、今回(第
7回)か ら私 が 世話 人 を仰 せ つか りア レン
ジいた しま した。
本セ ミナ ー のキー ワー ドは ナ ノです が、
特 に 今 回 は テ ー マ を"Self-assembled
nanostrUctures"と し、金属 、セ ラミ ックス、
半導 体、有 機 物 な どさ まざ ま な材料 にお い
て 自己 形 成 的 に形 作 られ るナ ノ構 造 とそ
の評価 、お よびナ ノ構 造 に起 因す る新奇 な
特 性 につ いて、金研側7名 、KIST側5名 の講
演 者 に最 新 の研 究 成 果 を 発 表 して いた だ
き ました。参 加者 は33名 でけ っ して 多か っ
た とは言 え ませ ん が、分 野 を越 えて 熱心 な
討 論が 行わ れた ことが 印 象的 です。また 、3
日の夜 の懇 親会 は 、サ イ エ ンス のみ な らず
さ まざ まな話題 に盛 り上 が り、国際文 化交




本所 計算 材 料学 セ ンタ ーが後 援 し、私 が
カ ナダ 国 ブ リテ ィ ッシ ュ・コ ロ ンビ ア大学
の ミー チ教 授 と共 同主 催 す る 標 記 国 際会
議 が、材 料 製造 と加 工 に知的 処 理 を適 用 し
て 高度 化 しよ うとす る研 究 者 を 世 界 中か
ら集 め て 、5月 に仙 台 で 開 催 され ま した 。
SARSの 影 響 で、初期 に予定 した200名 に
は達 しませ んで した が、ナ ノテ ク ノ ロジー
を トピ ッ ク と して 開 催 した こ と もあ り、
140名 以 上 の参 加 を得 て、成功 裡 に終 了い
た しま した。参加 国 は17で 、外 国人 は60名
ほ どで した。開 会 に 当 って 、吉本 総 長 に ご
挨 拶 を いただ きま した。
本所 井 上所 長 の金 属ガ ラス 、名城 大学飯
島 教 授 の カ ーボ ンナ ノチ ュー ブ に関 す る
基 調講 演 は大 盛況 で、特 に外 国か らの参加
者 の注 目を集 め ま した 。
会 議 の 名 誉会 長 で あ る カル フ ォル ニ ア
大 学 のザ デ ー 教 授 は フ ァ ジ ィ論 理 の 開発
で 著 名 な研 究 者 です 。仙 台市 の地 下 鉄 は、
日立 製作 所 が 世 界 で初 めて そ れ を 大規 模
シス テ ム に適 用 した例 と して 良 く知 られ
て い ます 。第4回 目 に仙 台が 開催 地 と して
選ば れた のは、このよ うな事情 によ ります。
この国 際会 議 は、河 北新 報 と東 北放 送 が取
り上 げて報 道 され ま した。



















岡山大学理学部物理学科 野 尻 浩 之
強磁 場 環 境 は、ナ ノテ ク ・材 料 科 学 お よ
び物 性研 究 の重 要 な基盤 として 近年 、そ の
重要 性 が増 して い ます。従 来 型の 強磁 場 装
置 が も っぱ ら磁場 の大 き さ を追 求 す る も
ので あ った の に対 して、次 世代 の 強磁 場 は
これ に加 え て 、制 御性 清争粛 性 な ど高 い質
が求 め られ て お ります。
本 研究 会 は、この よ うな 最近 の潮 流 を念
頭 にお き、次世 代強磁 場科 学 のた め の基 盤
構 築 をキ ー ワー ドに、材料、物性 、強 磁場 技
術 各分野 か ら総数25の 講演が行われ ました。
また、次 世代 を支 え る若 手 のた め のボス タ
ー 発 表 の機 会 を 設 け、31の 発 表 が 行 わ れ
ま した。講 演 で は、従来 か ら研 究が 活 発 な
磁場 による材料組織制御、磁場配 向、超 伝導、
量 子 磁性 な ど に関す る進 展 が報 告 され る
と共 に、量 子 コ ヒー レ ンスの 磁 場 制御 、マ
イ ク ロ計測 デ バ イス、磁場 中AFM/MFM、
量子 熱伝 導 、フ ェム ト秒 分光 な ど今後 の展
開 が期 待 され る新 しい分 野 に関 す る 報告
が活 発 にな された のが 特徴 とな りま した。
さ らに、この研 究会 の成果 をベース に、3
年後 に強 磁 場 分野 の 最 大 の国 際 会議 で あ
るResearchinHighMagneticFieldsを
誘致 す る こと
が 決 定 さ れ 、
今後 さ らな る
進 展 が 図 られ









特徴です。こうした情報は、安定に伝達 されな くてはな りません。携帯
電話の主要な部品にSAWフ ィルタ(弾 性表面波フィルタ)が あ ります。
これは、空気中に無数に飛び交っているさまざまな電波を10万 分の一





引き方などの条件をうまく調整 してや り欠陥の無い、大きなランガサイ ト単結晶が育成さ




従来 、学術情報の 中心が冊子体で あ った時代 は、購入経費 をそ の資料
の利用者が負担するとい う、受益者負担方式が成立 していました。しか し、
近年、電子 ジャーナルや二 次情報 データベースな どの電子的資料が増加
し、そ の契約 も複雑 多様化 して います。個 別の契約で は困難かつ不利 に
なる ことも多く、全学 的な 取 り組みが 必要とな りま した。また外 国雑 誌
の価格は毎 年上昇 し(金研の場合2003年 度 契約額は前年比14.2%上 昇)、
2001年 度か らAPS誌 を皮切 りに、関連部局間で冊子体 を学 内1部 とし、電
子ジャーナル に切 り替 える調整作業 を行 ってきま した。
2003年 度か ら開始 された 「東北大学学術情報整備計画」は、こうした作
業を全学的 に進め ようとする ものです。2002年7月 東北大学 附属 図書館
商議会の下に、学術情報整備検討委員会が設置 され、審議 されてきました。
対象資料は、電子ジャーナルのある冊子体のみでな く、冊子体だけの資料、
二次情報デ ータベースにまで拡 大 されま した。経費の負担は、過去3年 間
の購入実績 に基づく負担率 によ って各部局が負担す るとい う、全学共 同
購入方式をとることにな り、本年度よ り実施 されてお ります。
資料の選定 ・配置 については、検討委員会の下 に、人文社会、理工農、医
歯薬 の3分 野か ら構成 される資料選定WGが 、各部局の要 望を基 に原案 を
作成 し、委員会で検討 されて います。現在2004年 度 の契約 に向けて、その
総経費 は2003年 度と同程度の金額とするという方針 によって、タイ トル
の調整作業が進め られてお ります。
金研図書掛で は、これまで予 算額の一定範 囲内で、研究 に必要なタイ
トル を維持で きるよう努力 してきま した。全学的な新 しい整備計画の下
で も経費節減 を図 りつ つ、新規のデータベースや電子 ジャーナルのバ ッ
クフ ァイル の導入な ど、全学 への提案を積極 的に行 い、充 実 した情報環
境 をめ ざして参 ります。
前号(vol.41)に 誤 りがあ りま したので、以下 に訂正 してお詫び いた します。
臨 ・園 ・黶 ・田
本年7月 に国立大学法 人法が国会で可決され、
来年4月 か らの独立行政法 人化 に向 けて、いよ
いよ待ったな しで準備作業を推進 しなければな
らない状況にある。金属材料研究所では、2年前
か ら法人化対策等検 討委員会を設置、さ らに本
年 に入って法人化推 進委員会を設 け、準備に取
り組んでいる。その具体的作業の1つとして、情報、
広報、点検評価、ネ ッ トワーク、図書等の諸業務
を統合 した情報 企画室の設 置があ り、本年9月
の教授会でその準備 室が発足 した。以前に編集
後記で述べたが、法人化以降 は情報・広報活動は
ます ます重要性 を増 し、情報 の一元化 と組織的
な広報活動が必須 とな ろう。情報 ・広報活動と並
んで法人化後 のきわめて重要な課題 は、安全衛
生管理である。これについても、9月の教授会で
準備室が発足 し、具体的作業に入 っている。法 人
化前後、日本 の国立大学 にとって しば らく落ち
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